
1 

 

PRESS RELEASE  

2022 年 2 月 16 日 

株式会社寺岡精工 

スーパー、小売店の“ゼロ・ウェイスト”を目指す 

世界最先端の量り売り新製品 
 

AI セルフサービススケール「SM-6000SSP SMART」 
 

世界初の容器計量不要、複数什器で同時使用可能なセルフサービススケール

「HopperScale」「ScoopScale」「LiquidScale」   

３機種を一体化した量り売り棚システム「All-in-One Bulk」 
 

2/16～18 スーパーマーケット・トレードショーで日本初お披露目 

株式会社寺岡精工（本社：東京都大田区/代表取締役社長 山本宏輔）は、当社が欧米で先行公開した世界

最先端の量り売り新製品、AI セルフサービススケール「SM-6000SSP SMART」と世界初の容器計量を不

要とし複数什器の同時使用を可能にしたセルフサービススケール「HopperScale」、「ScoopScale」、

「LiquidScale」を 2 月 16 日（水）～18 日（金）に幕張メッセで開催される「第 56 回スーパーマーケッ

ト・トレードショー2022（以下、SMTS2022）」にて日本国内で初出展いたします。 

 

近年、環境保全の観点からプラスチック削減・フードロス削減・エシカル消費をもたらす“量り売り”が拡大し

ており、パッケージフリー、さらにはゼロ・ウェイストを目指す動きが進んでいます。一方で、より“量り売り”

の日常化を進めるためには、お客様がセルフでスムーズに買い物ができるテクノロジーが必要不可欠です。当社

は青果売り場、バルクエリアに向けたセルフサービススケールでさらなる環境対策に貢献していきます。 

 

最新の画像診断を搭載した AI セルフサービススケール「SM-6000SSP SMART」 

 

■最新の画像診断技術で青果物を自動判別 

欧米のスーパーでは、裸売りの青果物を重さに応じた価格で販売するこ

とが多く、商品の計量をお客様自身で行うセルフ量り売りが普及していま

す。従来の青果物の量り売りでは、商品計量とラベル発行の前に、スケー

ルのタッチパネル上で商品を検索・選択する必要があり、商品の選択ミス

や商品選択に時間がかかるなどの課題がありました。「SM-6000SSP 

SMART」は、最新の AI 技術による画像診断を搭載しており、秤に商品を

置くだけで内蔵カメラに映った商品を自動判別し、画面上に選択した商品

を表示。商品選択ミスや選択時間の削減に貢献します。また、クラウド上

のデータベースと接続することで、画像診断の正誤についての履歴を AI

が学習し、使用するほどより精度の高い画像診断が可能となります。 

日本では青果物の販売において、パック売りでプラスチック包装が必要に

なったり、1 個あたりの価格で販売すると規格外のサイズの青果が出荷でき

ないという問題もあります。AI セルフサービススケールで青果物のセルフ

計量を容易にし、日本でも青果物の量り売りを浸透させることで、プラス

チック削減やフードロスといった環境問題の解決にも貢献します。 
▲AI セルフサービススケール 

「SM-6000SSP SMART」 
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世 界 初 の 容 器 計 量 不 要 、 複 数 什 器 の 同 時 使 用 を 可 能 に し た セ ル フ サ ー ビ ス ス ケ ー ル

「HopperScale」「ScoopScale」「LiquidScale」 

 

■秤を什器と一体化し、容器計量不要を実現＋複数什器の同時使用で、簡単スムーズな量り売りを提供 

従来の量り売りでは、商品＋容器の重さから、事前に計量した容器自体の重さを引くというプロセスが必要で

した。セルフサービススケール「HopperScale」、「ScoopScale」、「LiquidScale」は、秤と什器を一体化し、

購入したい商品量のみを量ることで容器計量を不要にした点と、複数の計量データを保持できるバーコードラベ

ル印刷用のバルク用プリンターコンソールと接続することで、複数什器を同時に使用でき、複数のお客様が一度

に異なる商品を計量できる点において、世界初の製品です。 

「HopperScale」では、什器から出した商品が什器の下に接続した秤で都度計量され、重さと価格が表示され

ます。「ScoopScale」、「LiquidScale」では、什器自体が秤の上に設置されており、什器と商品の総量から取

り出され減った重さを計算し、重さと価格を表示します。什器から出した商品量のみをタイムリーに量ることが

可能になったため、お客様はご自身が容器に入れている商品の重さと金額を確認しながら買い物ができます。ま

た、商品の計量後は、計量終了ボタンを押すだけで、精算用バーコードラベルを印刷するバルク用プリンターコ

ンソールに計量データが送信されます。お客様はコンソール上に自動表示されるボタンを押して、精算用バーコ

ードを発行するだけで量り売りが完了します。容器の計量を不要にしたことにより、お客様がマイ容器を持参し

ても容器計量の必要がなく、従来よりも簡単なマイ容器での量り売りショッピングを可能にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲容器計量不要の計量方法イメージ図 
▲上から「HopperScale」、左下「ScoopScale」、右下「LiquidScale」 
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since 1925 

 

■セルフ量り売り棚システム「All-in-One Bulk」が、小売店、消費者

それぞれに貢献できる売り場づくりを実現 

さらに、これら3つのセルフスケールと精算用バーコードを印刷するバル

ク用プリンターコンソールを一つの棚に搭載したのが、セルフ量り売り棚

システム「All-in-One Bulk」です。プリンターコンソールは、当社のセル

フサービススケール「SM-6000」のプリンター部と同等の機能を搭載。カ

ラー液晶と直感的で洗練された操作画面は、スマートフォンのように簡単

に操作できます。 

「All-in-One Bulk」は、ナッツやコーヒー豆、パスタや乾物、そして調

味料や洗剤などの液体商品など、様々な商品群を一度に陳列することが可

能なため、お客様は選ぶ楽しみを、小売店には環境にやさしい量り売りの

導入がしやすく、お客様が飽きない売り場を提供します。 

 

 

 

この度の SMTS2022 では「HopperScale」、「ScoopScale」、「LiquidScale」及びセルフ量り売り棚シス

テム「All-in-One Bulk」を正式な製品化の前に参考出展いたします。今後、量り売り市場では什器と秤が

一体化したバルクシステムがスタンダードになると考え、さらに便利な機能を搭載させたこのセルフサービ

ススケールの製品化を進め、世界での市場拡大、また日本国内の量り売りのさらなる普及を目指します。 

 

 

【株式会社寺岡精工 会社概要】 

■本社所在地 ：東京都大田区久が原 5-13-12 

■創業    ：1925 年（寺岡式敏感自動バネ秤開発） 

■代表者   ：代表取締役会長 寺岡和治、代表取締役社長 山本宏輔 

■資本金   ：1 億円 

■従業員数  ：連結 3,690 名（2020 年末） 

■主な事業  ：電子はかり、電子計量値付システム、自動計量包装値付機、POS システム、POP 作製システム、 

仕分けシステム、カウンティングスケール、自動倉庫管理システム、店舗総合情報管理システム、 

浄水システム、リサイクル処理機、廃棄物管理システムなどの製造、販売、保守 

■HP URL   ：https://www.teraokaseiko.com/ 

 

掲載画像ダウンロード URL：https://bit.ly/3LzS7xh (有効期間：2 月 16 日～3 月 15 日) 

■本件に関する報道関係者のお問い合わせ先 

株式会社寺岡精工 広報代行  株式会社ブレインズ・カンパニー 鈴木・林田・山田 

TEL: 070-8689-4054   FAX: 03-3568-3838   Mail: teraoka_pr@pjbc.co.jp 

■一般の方のお問い合わせ先 

株式会社寺岡精工 お客さま窓口 TEL: 0120-37-5270（平日 9:30‐17:30） 

 

▲セルフ量り売り棚システム 

「All-in-One Bulk」 
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